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産 業 建 設  委 員 会 記 録 

   平成30年 6月 18日（月） 

  第 3 委 員 会 室 

1 1時 2 5分 ～ 1 1時 4 8分 
 
【委 員】岡本委員長、串﨑副委員長 

三浦委員、川上委員、飛野委員、笹田委員、牛尾委員 

【委員外】 

【議 長】 

【執行部】田村産業経済部長、湯淺産業経済部参事、村武産業政策課長 

石田都市建設部長、三浦建設企画課長 

【事務局】鎌原書記 

 

 議 題 

１．所管事務調査について 

２．委員会の審査日程等について 

 (1) 審査日程・場所 

    6月28日(木）午前10時から 全員協議会室 

３．その他 

 

議   長 副議長 局  長 次  長 係  長 係 合   議 

       

6月28日(木) 10時開催の産業建設委員会における予定議題 

 

１ 付託議案審査 

(1)議 案 第 5 1 号 工事請負契約の締結について（平成29年災害栃下川河川災害復旧工事） 

 (2)議 案 第 5 2 号 市道路線の認定について（浜田561号線外） 

(3)陳 情 第 2 7 号 お魚センターの廃業に関する陳情について(継続審査) 

(4)陳 情 第 2 9 号 理由説明なしの撮影不許可に関する陳情について 

(5)陳 情 第 4 0 号 ふるさと体験村の違反検証を元幹部に聞き取ることに関する陳情について 

(6)陳 情 第 4 1 号 草刈・ミゾ掃除を浜田市事業とすることに関する陳情について 

(7)陳 情 第 4 2 号 高度衛生化荷さばき場（新しい魚市場）の迅速な情報提供に関する陳情に

ついて 

(8)陳 情 第 4 3 号 お魚センターの廃業に関する陳情について 

(9)陳 情 第 4 4 号 ふるさと寄付業務の委託料見直しに関する陳情について 

 

２ 所管事務調査  

 

３ 執行部報告事項 

(1) …… 

(2) …… 
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【議事の経過】 

〔 11 時 25 分 開議〕 

  

岡本委員長   ただ今から産業建設委員会を開会します。出席委員は、7名全員です

のでただちに会議に入ります。 

  それでは、レジュメに従って進めて参りますのでご協力をお願いしま

す。 

 

１．所管事務調査事項について 

岡本委員長  これから、6月28日(木)に開催する当委員会における所管事務調査につ

いて委員からの要望を伺いたいと思います。 

  委員の皆さんから、資料提出を求めたいものや執行部に説明等を求め

る必要のある所管事務調査事項がありましたら申し出ていただきたいと

思います。牛尾委員。 

牛尾委員  議会報告会の中で「君市踏切はどうなっているの」という意見が複数

ありました。去年かにあの辺の用地買収の件も上がっていたし、それ以

降のことが見えてこないので、どうなっているのかと言われました。一

連の説明をしてもらえませんか。僕らが聞かれた時にきちんと答えられ

るように。 

都市建設部長  では現状と今後のスケジュールという形でご説明いたします。 

岡本委員長  調査報告事項でお願いします。笹田委員。 

笹田委員  駅の南側の状況もすごく聞かれるので、それに併せて、駅周辺施設と

いうことで説明していただけたらと思います。 

牛尾委員  報告事項というより所管事務調査でやってもらった方が良いのではな

いかな。 

都市建設部長  所管事務調査という形で求められて報告するという形で。 

岡本委員長  ではそういう意味合いで。 

川上委員  折角だから平成22年の計画がどうなったかも一緒にやったらどうです

か。あれと比べてみてどうなりましたか。 

都市建設部長  平成22年の時点で駅前広場をこうしたいというものと、現行ですか。 

川上委員  そうすれば分かるから。 

都市建設部長  今はまだ、駅前広場がどうなるかは計画が出来上がっていませんので、

比較するというのは非常に……。 

川上委員  いや、あれは駅裏も全部入っているから、それを示せば良いんじゃな

いですか。それで分かるから。 

牛尾委員  笹田委員が言ったのは、民間開発も含めて市で掴んでることがあれば、

あの辺がどうなるのかをイメージしたものでしょう。 

笹田委員  そうです。買収が終わっているから、もう決まっていることです。市

と民間とが駅周辺整備を合わせてやるのでしょう。民間だけではなく市

も絡んでいる事業なので。駅裏は完全に民間なので、新しいホテルが建

つとかという話もありますので。 

都市建設部長  分かりました。 

岡本委員長  飛野委員。 

飛野委員  駅前の現在の広場のレイアウトを、全面的に変えるのでしょうか。 
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都市建設部長  どんちっち時計等を動かすのかどうかも含めて、当然バス会社やタク

シー会社とも協議しないといけないので、その協議を進めるということ

で、敲き台となる絵をコンサル委託しています。それが出てくるのを待

っている状況です。 

飛野委員  ではこれは今日言って良いのか知らないが、駅前が非常に暗いんです。

特に冬場は特急で6時半頃帰ってきたら、もう真っ暗で何も光がない。人

影の男女の区別もつきません。駅前にあるのは防犯灯であって、照明で

はありません。ＬＥＤで電気代も安いのだから、きちんとしたものを作

って、せめて通勤客が帰るくらいまでは明るくして欲しい。 

  もう1点、レイアウトをもしされるなら、現在駅で切符を買う時にどう

されていると思いますか。 

都市建設部長  バスの切符ですか、それとも……。 

飛野委員  電車の切符。車を停める所が無いのよ。だから今は市営駐車場に停め

て、30分以内で歩いて帰ってくるのだけど。松江も出雲も、切符を買う

くらいは駅の真正面に車をつけられるようになっています。あれは大切

だと私は思うのですが。本当に困っておられると思います。切符を買う

だけで、歩いて歩いて。そうじゃないんです。それと旅行客の出迎えの

人も居ますが、今停められません。しばらく停める所が無いです。松江

や出雲は駅正面に駐車場があって、30分を超えると車の下からゲートが

上がってくる。だいたい7から10個ずつあります。ちょっと用事をしたい

人に近い所に停めさせてあげて欲しい。これをレイアウトに組み込んで

いただきたいと私は思っています。 

都市建設部長  照明の件と短時間駐車が出来るように。 

飛野委員  はい、それをご検討いただきたいと思います。 

都市建設部長  わかりました。 

牛尾委員  そんなことを言っても面積が無いだろう。 

飛野委員  それも含めて。 

都市建設部長  バスの乗降場所をどうするかということで。 

飛野委員  大きな駅に行くとだいたい反対側はバスロータリーになっています。

片方は乗用車のロータリーになっています。だいたい大きな駅は皆そう

です。浜田は北側はほとんどそういう使い方がされていないと私は思っ

ています。総合的にご検討だけいただきたい。 

都市建設部長  分かりました。 

岡本委員長  その他ありますか。笹田委員。 

笹田委員  申し訳ないですが先ほどの弥栄の件で、検証委員会のきちんとした報

告等が上がってくるのでしょうが、私は用事があって傍聴には行けなか

ったので牛尾委員が言われるようなこと等を耳にすると、どういった話

し合いになっているのか聞きたくなるというか、どういう中身だったの

かなと。傍聴出来る範囲内の中身だけでも知りたいと思うのですが、そ

ういったものは知るのは可能なんですか。 

産業経済部長  傍聴の中身ですか。例えば議事録とか。 

牛尾委員  それはだから、元々出さないといけないのだけど。 

産業経済部長  そうですね、原則公開でやっていますが。 

笹田委員  秘密会もあると言っていたでしょう。 
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牛尾委員  俺も秘密会で、「出ていけ」と言われた。 

笹田委員  そういうのは無理だとしても、佐々木議員が残念だった、みたいなこ

とを言う会議が、どういうことを言っていたのか。今回は予算も上がっ

ていることだし、議員としてしっかり把握したいなと。 

牛尾委員  部長、今の話ね。予算が上がるからその場で言うべきだと思って、あ

れ以上言わなかったんだけど、僕らは食堂の委託料年間500万、月計算に

すると人件費41万6000円なんだと思っていたから、それは仕方ないかな

と思ったけど、3ヶ月で500万、どこに銭を捨てるのかとビックリする。

正気の沙汰じゃない。材料は別だから。税金だからいいというそういう

ことにしか思えないがな。 

笹田委員  そういう状況の中で予算を審議して、本当に弥栄がそのお金を使って、

実際浜田市のためになるかどうか。僕らはその責務を担っているわけな

ので、単純に知りたいと思います。 

岡本委員長  今の話でいって、我々産業建設の中でそれをやるのか、それとも予算

でやりたいという委員もいらっしゃるようですから……。 

牛尾委員  いや、予算が上がるから本当はそこでやらないといけないから、僕は

今日あれ以上は言わなかったんだけど。例えば所管委員会でその問題に

ついて事前に議事録か何かを委員に分かるように。傍聴した物だけでは

分からないので。 

産業経済部長  はい。 

笹田委員  予算委員会は飽くまで予算の中身を審査しないといけないので。 

岡本委員長  前もそういうことを言っていたが、皆引っ付いてきて予算を進められ

るから、そこで済まされたらどうかなというのを私は少し思ったので、

その話をしたが、あくまで我々は担当委員会だから、担当委員会で詳細

を知りたいということなら、当然説明があって然るべきだろうと思う。 

笹田委員  所管事務調査の中で。 

産業経済部長  了解した。委員会では今回の検証委員会の中間報告というか、ある程

度纏まったものを出す予定にしているが、それとは別に、各部会や検証

委員会等の議事録を、所管事務調査の資料として。 

岡本委員長  牛尾委員。 

牛尾委員  部長はメンバーとして出ておられるので、ざっくばらんに聞くのだけ

ど、ああいう説明をされたらね、佐々木君が正直に言ったけど、理事長

さんなんだから。歴代の自分の先輩が理事長をしてきた歴史を彼は見て

いるわけだから、あそこでああいう発言をしたら、そりゃ大した報酬で

はないが貰っているのだから困るだろうと思うのだがね。 

産業経済部長  正直に言って、13日のヒアリングでは出ていなかったが、あれは外部

委員さんだけでしたが、結果を報告受けた時にある程度予測はついては

いましたが、ほぼ同じだったので。恐らくあそこに出ておられた委員さ

ん全員が、やはりショックは受けられたのではないかと思います。普通

であれば本人さんが出られているわけですから、正直だと言われたらそ

うかもしれませんが、上手を言われるのが普通なのですが、それも無か

ったという所が、「本当にそうなんだな」と。そういう意味では今回の

検証については、弥栄支所が主体でやっていますが、決して本庁は支所

に全部お任せというわけではなく、産業経済部、総務、財務等も一緒に
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なって、弥栄の体験村をどうするかということでやってきていますが、

支所含めて本庁も、公社に対する管理監督指導が十分でなかったという

所が反省点だと感じています。その辺を今回しっかり報告させていただ

いた上で、今後の指定管理に向けて活かしていかないといけないなと。 

牛尾委員  常任委員会では傍聴もいるから、ここで言っておきたいのだけど、あ

そこまで言われると、いかに出鱈目だったのかというのがもうはっきり

分かるんです。それを所管委員会として今までどうしていたという。こ

ちらも責任があるよね、あそこまで簡単に言ってもらうと。もう少し、

理事長として組織を守るようなことは言っておいてもらわないと。それ

と泣きつかれてと言ったらおかしいけど、弥栄にとって必要な施設だと

信じて議会を通した者からすれば、もう同罪です。常任委員会でこうい

うことを俺も言いたくないので。すごく深刻で眩暈がする。 

産業経済部長  皆さん本当に、その後、口が閉じてしまったというか、そんな状況で

した。 

岡本委員長  今発言があった内容については、所管事務調査という形でまた資料提

供をお願いしたいと思います。他にないですか。 

産業経済部長  すみません先ほどの議事録ですが、抜粋という形でよろしいですか。 

笹田委員  もちろん。 

川上委員  本来は浜田のホームページに載るべきなんだから。もう２ヶ月も経っ

ている。それでも出ていないということは皆が疑うわけだ。 

岡本委員長  よろしいですか。次に移ります。 

 

２．6月28日（木）の委員会審査日程等についてて 

岡本委員長  産業建設委員会は6月28日（木）10時から全員協議会室で行います。 

  予定議題はレジュメに載せておりますように、まず付託案件として市

長提出議案3件と陳情7件の審査、所管事務調査、執行部報告事項、その

他の順で進めたいと思います。 

  あと皆さんにお諮りしたいことがあります。資料(3)から(7)において

陳情が上がっています。お魚センター、撮影不許可に関する陳情、ふる

さと体験村の違反検証を元幹部に聞き取り、草刈ミゾ、高度衛生管理、

お魚センターの廃業、ふるさと寄付業務の委託料見直し、等々のことが

載っていますが、いずれそれを議会でやることは少し無理があると思い

ますので、先ほど副委員長と相談して、1時間前に皆さんお集まりになっ

て意見を聞いてある程度の方向性を出そうとそのように考えているので

すが、いかがでしょうか。ただ1時間で終わるかどうかが問題なのですが。 

 （ 「終わるでしょう」という声あり ） 

  では9時から、陳情7件についてやりたいと思います。それと併せて、

事務局から私に連絡がありました。この陳情者は皆さんご存知のように

森谷、コムサですが、実は現在は各々陳情について自分が撮影して、そ

れを自分でライブ放送をしているそうです。これに対して我々の委員会

の冒頭で、私はこういうことをしているということを説明したいという

申し入れがありました。そういうことですよね。 

鎌原書記  メールは、この陳情ひとつずつ説明している状況を録画して、それを、

皆さんに審査する前に見ておいて欲しいという話なんです。 
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岡本委員長  審査する前とは。 

鎌原書記  家等で。 

岡本委員長  今までやっていたことについて……。 

鎌原書記  例えばこの陳情27だったら、27のお話を、こういう内容で陳情を出し

ました、詳細についてはこうです。29に対してはこういう内容で陳情を

出しましたという説明を、録画されたそうです。それを皆さんに事前に、

Youtubeで配信しているので見ていただければと言われています。審査す

る前に中身を見てもらえれば。 

岡本委員長  我々に見ておいてくれ、という電話なんですか。 

鎌原書記  分かりやすいなという話で。 

岡本委員長  分かりやすいなというのはどういうこと。 

鎌原書記  分からないですが。 

岡本委員長  要は私がやっているから見ておけということ。逆に言えば注意して発

言しろよという威圧にも感じるよね。 

川上委員  本人の真意はこうですよというのを考えてくださいということだと思

う。それだけ。良いんじゃないですか、別に見るだけだったら。 

岡本委員長  まあ各々だ。 

牛尾委員  見る見ないは自由だからな。 

岡本委員長  そうしたら冒頭で説明させて欲しいということではないですね。 

鎌原書記  説明させて欲しいというのも、この陳情の中で言われています。 

岡本委員長  それはこれで皆さんに諮って……。 

鎌原書記  それで良いです。 

岡本委員長  先ほど言ったように、各々何点か見られたと思いますが、陳情者が自

分で説明をしたいから説明させてくれというのが2個目に書かれています。

このことも含めて、28日の産業建設委員会では、皆さんの意見をお聞き

して審査にあたりたいと思いますので、よろしくお願いします。笹田委

員。 

笹田委員  もし呼ぶなら、今ここで決めておかないといけないのでは。言って来

なければ出来なくなるし、来るかどうかも僕らは分からないわけですよ

ね。呼ぶなら来て欲しいと言わないといけないし、呼ぶ必要ないならそ

う決めておかないと。 

岡本委員長  では陳情内容にざっと目を通してください。 

笹田委員  休憩にすれば良いじゃないですか。 

岡本委員長  私から問いかけしながら、皆さんの意見を聞こうと思います。まず受

付番号29、理由説明無しの撮影許可に関する陳情についてですが、これ

については一番始めに聞かれたのが、正副議長団と議運の正副で集まっ

た時の陳情はこの1件だけでした。その意味は、議運の中で、撮影は許可

したのに委員長が委員長権限で撮影を禁止したということの話。許可は

するけど委員長の状況も踏まえてやろうということで、委員長の裁量に

任せることになったという理解だったのだが、議運の委員長が、これは

元々は撮影を許可すると決まっているのだが、委員長が勝手にやってい

るのだから、担当委員会で審査すればいいということで、回ってきたも

のです。この状況については皆さんご存知のとおりなのでこのように対

応していただきたいと思いますが、これについて何かありますか。 
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牛尾委員  既に終わったことでしょう。 

岡本委員長  終わったことを結局また審査に上がっているから、そこで、もう既に

これは終わって許可してあるから、審査の対象でないということを皆さ

んに確認してもらわないと。 

笹田委員  委員会中に委員長がお願いしたら駄目でしょう。 

岡本委員長  暫時休憩します。 

 

〔 11 時 43 分 休憩 〕 

〔 11 時 45 分 再開 〕 

 

岡本委員長  会議を再開します。その他皆さんから何かありますか。 

産業経済部長  執行部から報告事項よろしいですか。 

岡本委員長  はい。 

産業経済部長 （ 報告事項の項目の読み上げ ） 

都市建設部長 （ 報告事項の項目の読み上げ ） 

岡本委員長  報告事項として今述べられたものをご承知おきください。 

  その他。はいどうぞ。 

産業経済部参事  実は本議会で、浜田市税条例の一部改正に関する条例で、生産性向上

特別措置法による、固定資産税ゼロなんです。これは3月15日の委員会で

ご説明させていただいたこのことについて説明して、ゼロになるので進

めていきますよということを説明させていただいた結果の上程です。あ

の時説明していただいた日程全くそのまま、国と県と市がやってきて結

局6月に上程しますと報告させていただいたのがそのまま上がっています。

これは説明しなくても皆さんご承知の上の条例改正なので、よろしいか

と思いますが。ご納得いただいているということでよろしいでしょうか。 

牛尾委員  半分しか覚えてない。 

産業経済部参事  うちはもうやるというのを前回に皆さんにご説明して、良いことだと

いうことで進めることになっています。 

岡本委員長  総務文教の中でそれは説明されるわけでしょう。 

産業経済部参事  恐らくそれがお題目、理由になっていますので、総務文教で課長が言

って、補足説明を言われたら課長がすることになっていますが。 

岡本委員長  我々は……。 

産業経済部参事  了解していただいているということで、説明はよろしければ。 

牛尾委員  回答の期限はあるのか。 

産業企画課長  手を挙げておられる所は、まだ5、6社と聞いています。産業振興財団

浜田オフィスといった所に相談が来ているようです。 

岡本委員長  他にないですね。 

 （ 「なし」という声あり ） 

  以上で、産業建設調査会を終了します。皆さんお疲れさまでした。 

 

〔 11 時 48 分 閉議 〕 

 

浜田市議会委員会条例第65条の規定により、ここに委員会記録を作成する。 

                 産業建設委員長  岡本 正友 ㊞ 


